
(57)【要約】

【課題】カプセル型内視鏡を実際に使用する前にテスト

的に体内へ導入し、カプセル型内視鏡の体内通過状態を

把握できるようにする。

【解決手段】カプセル型内視鏡と略同一の形状及び重量

からなり、カプセル型内視鏡を適用する前に体内へ導入

するようにした内視鏡用プレテストカプセル１０で、キ

トサン等を主成分とした材料で形成された本体１１の中

に、Ｘ線不透過物質である硫酸バリウム１２（又はＸ線

不透過物質を包んだ微小カプセル）を内包させ、表面側

には、所定時間経過で溶解する腸溶性コート１４を設け

る。このテストカプセル１０を事前に被験者に飲んで貰

うことにより、カプセル型内視鏡の体内通過状態を把握

でき、体内へ所定時間以上残留した場合は溶解するので

、良好な体外排出が確保される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 適 用 す る 前 に 体 内 へ 導 入 さ れ 、 こ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 体 内 通 過 状 態
を 把 握 す る た め の 形 状 か ら な り 、 体 内 へ 所 定 時 間 以 上 残 留 し た 場 合 は 溶 解 す る よ う に 形 成
さ れ た 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ セ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
Ｘ 線 不 透 過 物 質 を 内 包 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ
セ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ワ イ ヤ レ ス の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 体 内 に 導 入 す る 前 に 、 こ の 内 視 鏡 が 残 留 せ ず
良 好 に 体 内 を 通 過 す る こ と が で き る か を 予 め 把 握 す る た め に 飲 む 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ
セ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 先 端 挿 入 部 を 被 観 察 体 内 へ 挿 入 し 、 消 化 管 （ 器 官 ） 等 の 所 望 の 部 位 を 撮 像 す る
フ レ キ シ ブ ル 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） が 用 い ら れ て お り 、 こ の 内 視 鏡 で 得 ら れ た 映 像 は モ ニ タ
等 で 観 察 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 に 対 し 、 近 年 で は 、 患 者 に 対 す る 苦 痛 を 少
な く す る た め 等 の 目 的 で 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ １ ８ ６ ０ 号 公 報 等 に 示 さ れ る カ プ セ ル
型 内 視 鏡 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ に は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 一 例 と し て の 構 成 図 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ れ る よ う に 、
カ プ セ ル 本 体 １ の 前 面 側 に は 透 明 窓 部 ２ が 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 内 視 鏡 内 部 に は 、 上 記 透
明 窓 部 ２ を 介 し て 光 を 出 射 す る 左 右 の 照 明 用 Ｌ Ｅ Ｄ （ 発 光 ダ イ オ ー ド ） ３ Ａ ， ３ Ｂ 、 こ の
照 明 光 で 明 る く な っ た 部 位 を 撮 影 す る た め の 対 物 レ ン ズ ４ 及 び 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） ５ 、 こ
の 撮 像 素 子 ５ か ら 出 力 さ れ た 撮 像 信 号 を 処 理 す る と 共 に 、 こ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と 外 部 （
体 外 ） 機 器 と の 間 で ワ イ ヤ レ ス （ 無 線 ） 通 信 を 行 う た め の 回 路 部 （ 基 板 ） ６ が 設 け ら れ 、
ま た こ の 回 路 部 ６ や 撮 像 素 子 ５ を 駆 動 す る た め の 駆 動 源 と し て 電 池 （ バ ッ テ リ ー ） ７ が 配
置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 食 事 を 制 限 す る 等 の 前 処 置 が 施 さ れ た 患 者 等 に 飲 み 込 ん
で 貰 う こ と に よ っ て 体 内 へ 導 入 さ れ る 。 こ の 体 内 へ 入 れ ら れ た 内 視 鏡 で は 、 上 記 の 電 池 ７
の 電 力 に 基 づ い て 各 部 が 作 動 し 、 照 明 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３ Ａ ， ３ Ｂ に よ っ て 通 過 中 の 各 部 位 が 照 明
さ れ 、 そ の 部 位 が 対 物 レ ン ズ ４ 及 び 撮 像 素 子 ５ で 撮 像 さ れ る こ と に な り 、 こ の 撮 像 信 号 は
回 路 部 ６ の ア ン テ ナ を 介 し て 体 外 の 外 部 機 器 へ 送 信 さ れ る 。 そ し て 、 外 部 機 器 で は 、 受 信
し た 撮 像 信 号 が 映 像 信 号 と し て 処 理 さ れ 、 こ の 映 像 信 号 に 基 づ い て モ ニ タ 等 に カ プ セ ル 内
視 鏡 で 撮 影 さ れ た 被 観 察 体 内 の 映 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ９ １ ８ ６ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 現 在 実 現 し て い る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 は 、 体 内 を 自 力 で 進 む た め の 推 進 手 段
を 持 っ て お ら ず 、 消 化 管 の 中 を 受 動 的 に 流 れ て 行 く こ と に な り 、 消 化 管 内 に 存 在 す る 狭 窄
、 凹 凸 、 病 変 等 の 場 所 を 通 過 で き な い 場 合 に は 、 体 内 に 残 留 す る と い う 問 題 が あ る 。
こ の 種 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に は 、 図 ３ で 説 明 し た よ う に 、 駆 動 源 と し て 電 池 ７ を 搭 載 し て
い る た め 、 こ の 内 視 鏡 が 長 時 間 、 体 内 に 残 留 す る と 、 電 池 ７ 内 の 物 質 が 流 出 す る 等 の 不 都
合 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 実 際
に 使 用 す る 前 に テ ス ト 的 に 体 内 へ 導 入 し 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 体 内 通 過 状 態 を 把 握 す る こ
と が で き る 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ セ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ セ ル （ ダ ミ ー
カ プ セ ル ） は 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 適 用 す る 前 に 体 内 へ 導 入 さ れ 、 こ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡
の 体 内 通 過 状 態 を 把 握 （ 検 査 ） す る た め の 形 状 （ 大 き さ ） か ら な り 、 体 内 へ 所 定 時 間 以 上
残 留 し た 場 合 は 溶 解 す る よ う に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 Ｘ 線 不 透 過 物 質 を 内 包 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 プ レ テ ス ト カ プ セ ル は 、 例 え ば カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と ほ ぼ 同 じ 形 状 、
サ イ ズ （ 大 き さ ） 及 び 重 量 と し て 、 所 定 時 間 （ 例 え ば ２ ４ 時 間 ） 以 上 で 溶 解 す る 腸 溶 性 （
腸 溶 解 性 ） の 材 料 で 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 天 然 高 分 子 の キ ト サ ン を 主 成 分 と し た 材 料 で カ
プ セ ル 本 体 を 形 成 し 、 こ の 表 面 に （ 酢 酸 ／ コ ハ ク 酸 ） ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル メ チ ル セ ル ロ ー
ス 等 の ア ル カ リ 可 溶 性 の 腸 溶 性 コ ー ト を 付 け る こ と に よ り 製 作 さ れ る 。 こ の プ レ テ ス ト カ
プ セ ル に よ れ ば 、 体 外 へ の 排 出 を 確 認 す る こ と に よ り 消 化 管 の 通 過 の 可 否 が 判 断 で き 、 体
内 に 残 留 し た と き は 、 例 え ば ２ ４ 時 間 以 上 の 時 間 経 過 に よ り カ プ セ ル は 体 内 で 溶 け 、 体 外
へ 容 易 に 排 出 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 プ レ テ ス ト カ プ セ ル の 中 に Ｘ 線 不 透 過 物 質 を 内 包 さ せ る こ と が で き 、 こ の 場 合 は 、
Ｘ 線 透 視 装 置 に て カ プ セ ル の 存 在 を 観 察 す る こ と に よ り 、 カ プ セ ル の 通 過 状 態 を 詳 細 に 確
認 、 把 握 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ セ ル の 断 面 図 が 示 さ れ て お り 、 こ の
実 施 例 の プ レ テ ス ト カ プ セ ル （ カ プ セ ル 体 ） １ ０ は 、 図 ３ の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と 形 状 、 サ
イ ズ 及 び 重 量 に お い て 同 一 に 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば 縦 長 さ （ 直 径 ） が １ ０ ｍ ｍ 程 度 、 横
長 さ が ２ ０ ｍ ｍ 程 度 と さ れ る 。 即 ち 、 こ の プ レ テ ス ト カ プ セ ル １ ０ の 形 状 、 サ イ ズ 及 び 重
量 は 、 体 内 の 通 過 状 態 を 確 認 、 把 握 す る 条 件 に 設 定 さ れ る こ と に な り 、 略 同 一 で あ れ ば よ
く 、 或 い は 相 似 形 で サ イ ズ （ 大 き さ ） を 少 し 変 え た り 、 重 量 を 少 し 変 え た り し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 こ の プ レ テ ス ト カ プ セ ル １ ０ は 、 天 然 高 分 子 の キ ト サ ン 、 ゼ ラ チ ン 、 セ ル ロ ー ス 等
を 主 成 分 と し た 材 料 で 形 成 さ れ た 本 体 １ １ の 中 に 、 Ｘ 線 不 透 過 物 質 で あ る 硫 酸 バ リ ウ ム （
液 体 又 は 固 体 ） １ ２ を 内 包 さ せ 、 表 面 側 に は 、 （ 酢 酸 ／ コ ハ ク 酸 ） ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル メ
チ ル セ ル ロ ー ス 等 の ア ル カ リ 可 溶 性 の 腸 溶 性 コ ー ト １ ４ を 設 け る 構 成 と さ れ る 。 こ の 腸 溶
性 コ ー ト １ ４ は 、 そ の 材 料 と 厚 さ 等 を 適 宜 選 択 す る こ と に よ っ て 、 ２ ４ 時 間 以 上 の 溶 解 時
間 に 設 定 さ れ て お り 、 こ の 溶 解 時 間 は 、 １ 日 以 上 で ７ 日 （ １ 週 間 ） 以 内 の 体 内 残 留 時 間 に
合 わ せ る 形 で 決 定 さ れ る 。 な お 、 こ の 体 内 で の 溶 解 時 間 の 異 な る プ レ テ ス ト カ プ セ ル １ ０
を 複 数 製 作 し 、 こ れ ら の 中 か ら 状 況 に 応 じ て 適 宜 、 選 択 使 用 で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う な 第 １ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 図 ３ で 説 明 し た カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 使 用 す る 前 に
、 プ レ テ ス ト カ プ セ ル １ ０ を 被 験 者 に 飲 ん で 貰 う こ と に な る が 、 通 常 で あ れ ば 、 こ の カ プ
セ ル １ ０ は ２ ４ 時 間 前 後 で 体 外 へ 排 出 （ 排 泄 ） さ れ る の で 、 こ の 体 外 へ の 排 出 を 確 認 す る
こ と に よ り カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 通 過 状 態 を 確 認 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 際 に 、 Ｘ 線
透 視 装 置 に て 被 験 者 の 体 内 を 透 視 す れ ば 、 硫 酸 バ リ ウ ム １ ２ を 視 認 す る こ と に よ り プ レ テ
ス ト カ プ セ ル １ ０ の 体 内 で の 通 過 位 置 が 確 認 で き 、 消 化 管 の 狭 窄 部 、 凹 凸 部 、 病 変 等 に 残
留 し て い る 状 況 、 そ の 残 留 位 置 等 の カ プ セ ル １ ０ の 通 過 状 態 を 詳 細 に 検 査 、 把 握 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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一 方 、 プ レ テ ス ト カ プ セ ル １ ０ が 体 内 に 残 留 し 、 取 り 込 み か ら ２ ４ 時 間 以 上 の 時 間 が 経 過
し た と き に は 、 こ の カ プ セ ル １ ０ 自 体 が 腸 等 で 溶 け て 体 外 へ 排 出 さ れ る 。 即 ち 、 こ の プ レ
テ ス ト カ プ セ ル １ ０ は 溶 け て 分 解 す る こ と に よ り 、 残 留 状 態 が 解 消 さ れ 、 体 外 へ 排 出 さ れ
る 。 こ の よ う な プ レ テ ス ト カ プ セ ル １ ０ の 検 査 に よ れ ば 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 に よ る 本 検 査
を 確 実 に す る と 共 に 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 長 期 間 の 体 内 残 留 に よ る 悪 影 響 を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に は 、 第 ２ 実 施 例 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ 実 施 例 は Ｘ 線 不 透 過 物 質 を 体 液 不
溶 性 微 小 カ プ セ ル に 詰 め て 配 置 し た も の で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 実 施
例 の プ レ テ ス ト カ プ セ ル ２ ０ は 、 例 え ば キ ト サ ン を 主 成 分 と し た 材 料 の 本 体 ２ １ が 微 小 カ
プ セ ル ２ ２ を 内 包 す る よ う に し て カ プ セ ル 状 に 形 成 さ れ 、 こ の 本 体 ２ １ の 表 面 側 に ヒ ド ロ
キ シ プ ロ ピ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス 等 の 厚 さ ｄ １ の 腸 溶 性 コ ー ト ２ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 上 記 の 微 小 カ プ セ ル ２ ２ は 直 径 １ ０ ０ μ ｍ 程 度 の
大 き さ か ら な り 、 一 般 に 用 い ら れ る 体 液 不 溶 性 材 料 の 本 体 ２ ２ Ｃ の 内 部 に 、 金 属 や 硫 酸 バ
リ ウ ム 等 か ら な る Ｘ 線 不 透 過 物 質 ２ ２ Ｄ を 入 れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な 第 ２ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 例 の 場 合 と 同 様 に 、 プ レ テ ス ト カ プ セ ル
２ ０ を 飲 む こ と に よ り 同 形 、 同 重 量 の カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 通 過 状 態 を 把 握 、 確 認 す る こ と
が で き 、 一 方 こ の プ レ テ ス ト カ プ セ ル ２ ０ は １ 日 以 上 ７ 日 以 内 の 時 間 経 過 に て 溶 解 し 、 体
内 に 長 時 間 残 留 す る 場 合 に は 、 溶 解 物 と 個 々 の 微 小 カ プ セ ル ２ ２ に 分 解 さ れ て 体 外 へ 排 泄
さ れ る 。 ま た 、 Ｘ 線 透 視 装 置 を 被 験 者 に 適 用 す れ ば 、 微 小 カ プ セ ル ２ ２ 内 の Ｘ 線 不 透 過 物
質 ２ ２ Ｄ の 存 在 に よ り プ レ テ ス ト カ プ セ ル ２ ０ の 体 内 で の 通 過 状 態 、 狭 窄 部 や 凹 凸 部 等 へ
の 残 留 状 況 、 残 留 位 置 等 を 詳 細 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 例 で は 、 内 部 に Ｘ 線 不 透 過 物 質 １ ２ ， ２ ２ Ｄ を 収 納 し た が 、 こ れ
を 入 れ ず 、 本 体 １ １ ， ２ １ と 腸 溶 性 コ ー ト １ ４ ， ２ ３ の み で 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 と 略 同 一 の 形 状 か ら な り 、 カ プ
セ ル 型 内 視 鏡 を 適 用 す る 前 に 体 内 へ 導 入 す る 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ セ ル を 提 供 す る と 共
に 、 体 内 へ 所 定 時 間 以 上 残 留 し た 場 合 は こ の カ プ セ ル 自 体 が 溶 解 す る よ う に 構 成 し た の で
、 カ プ セ ル 型 内 視 鏡 を 使 用 す る 前 の テ ス ト と し て 体 内 へ 取 り 込 む こ と に よ り 、 実 際 の カ プ
セ ル 型 内 視 鏡 の 体 内 通 過 状 態 を 把 握 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ り 、 カ プ セ ル 型 内 視
鏡 が 残 留 す る 場 合 の 電 池 等 に よ る 悪 影 響 を な く す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 プ レ テ ス ト カ プ セ ル に Ｘ 線 不 透 過 物 質 を 内 包 し た の で 、 Ｘ
線 透 視 装 置 に よ り 体 内 に お け る プ レ テ ス ト カ プ セ ル の 通 過 状 態 、 狭 窄 部 や 凹 凸 部 、 病 変 等
へ の 残 留 状 況 、 残 留 位 置 等 を 詳 細 に 確 認 、 把 握 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ セ ル の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 プ レ テ ス ト カ プ セ ル の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は そ の 断
面 図 、 図 （ Ｂ ） は 内 部 の 微 小 カ プ セ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 提 案 さ れ て い る カ プ セ ル 型 内 視 鏡 の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ， ２ ０ … プ レ テ ス ト カ プ セ ル 、
１ １ ， ２ １ … 本 体 、
１ ２ … 硫 酸 バ リ ウ ム （ Ｘ 線 不 透 過 物 質 ） 、
１ ４ ， ２ ３ … 腸 溶 性 コ ー ト 、
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２ ２ … 微 小 カ プ セ ル 、
２ ２ Ｄ … Ｘ 線 不 透 過 物 質 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：在实际使用胶囊型内窥镜之前，允许在测试中将胶囊型内
窥镜引入体内，以便可以掌握胶囊型内窥镜在体内的通过状态。 用于内
窥镜的预测试胶囊10主要由壳聚糖等构成，该预测试胶囊具有与胶囊内
窥镜基本相同的形状和重量，并且在应用该胶囊内窥镜之前被引入体
内。 在由用作成分的材料形成的主体11中，包括作为X射线不透明物质
（或封装X射线不透明物质的微胶囊）的硫酸钡12，并且在表面侧上经过
预定时间之后。 提供了溶解的肠溶衣14。 通过将该被检胶囊10预先摄取
到被检体内，可以确认胶囊型内窥镜在体内的通过状态，如果在体内残
留规定时间以上则溶解，从而确保从体内的良好排出。 [选型图]图1
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